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地元の人々に愛され続けてきた蛍の里・網引町で、今年も「網引町ホタル観賞会」が開催されま

す。昨年１２月に網引創会(代表：松下秀市)がゲンジホタルの幼虫約4,500匹を放流しました。松下

さんは、「昨年放流したホタルが網引町を照らしてくれると嬉しい。」と話しています。さらに、令和元

年に地域の小学生が制作した竹灯りも会場を彩ります。 

 

日 時 令和８年５月２３日（土） 午後８時頃から 

場 所 網引橋付近（宇土市網引町 1015 番地付近） 

主 催 網引創会、網引振興会、網引婦人会 

 

【アピールポイント】 

 

① 13 年にわたる地域の絆が生んだ恒例行事 

 網引町ホタル観賞会は、地元の子どもたちを毎年招待して開催されており、今年で 13年目を迎

えます。地域の人々が世代を超えてホタルの魅力を伝え続けています。 

 

② 地元生まれの約 4,500 匹のゲンジホタルが乱舞するかも！？ 

 かつてホタルであふれていた網引町ですが、近年は生息数が減少しています。昨年 12 月、網引

創会が一昨年の観賞会で採取したゲンジホタルのつがいから生まれた卵を育て、幼虫約 4,500

匹を放流しました。地元の川で生まれ育ったホタルの光が、ふたたび網引町の夜空を照らします。 

 

③ 児童手作りの竹灯りが幻想的な雰囲気を演出 

 会場には、令和元年に網津小学校の児童たちが制作した竹灯りを設置（５月 17日設置済み）。や

わらかな竹灯りの光がホタルの輝きを引き立て、特別な夜を演出します。 

 

地域で育てたホタルの光を子どもたちへ 

網引町ホタル観賞会を開催します 


